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京都大学 博士（工学） 氏名 岩 野 耕 治 
る．また，高風速域においては，潜熱輸送係数と顕熱輸送係数は概ね同じ値を取るこ
とを明らかにしている．さらに，本研究により得られた高風速域における各熱輸送係
数の値は，これまで一般的に用いられてきた低風速域の海洋観測値からの外挿による
推定値よりもかなり大きな値を取ることを明らかにしている．この結果は，各熱輸送
係数に関する従来の予測を完全に覆すものである．  
第４章では，風波気液界面を通しての物質の輸送特性の評価を行っている．激しい
砕波を伴う高風速域において液側物質輸送係数を精度よく算出することを可能にする
全体マスバランス法を確立し，二酸化炭素の放散実験を行うことにより，液側物質輸
送係数を評価している．その結果，激しい砕波を伴う高風速域においては風速の増加
につれて液側物質輸送係数の値が急激に増加することを明らかにしている．また，海
洋観測値の存在する中風速以下の領域においては海水面上 10m の高さにおける風速よ
りも気側一様流速を用いた方が室内実験値と海洋観測値をよく相関できることを明ら
かにしている．さらに，高風速域においても，気側一様流速を用いると，本研究で測
定された液側物質輸送係数は，低風速域の観測値に基づいて作成された既往の実験相
関式と比較的良い一致を示し，高風速域においても気側一様流速が物質輸送を支配す
る最も適切な風速パラメータである可能性を示唆している． 
第５章は総括的な結論であり，本研究で得られた結果を要約するとともに，今後の
研究課題についても言及している． 
 
 
